
 3 年 学級活動（３）指導案            

検 印                                     
令 和 ５ 年 ６ 月 ５ 日 （ 月 ） 第 ５ 校 時                                             

 

１ 研究テーマ 未来を見つめ、自己実現を図る力を育成するキャリア教育の推進 

             ～「非認知能力」の向上を目指して～ 

 

 

 

２ 題材    「考えよう！将来の自分の姿」 

         内容(3) ウ 主体的な進路の選択と将来設計 

 

 

 

 

３ 生徒の実態と題材設定の理由 

 ※ 省略 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元と研究主題との関わりについて 

 本題材では、将来のライフプランを想像し、クラスメイトの意見に触れる活動を通して、将来

の姿を考える授業となっている。自分の将来を想像することで、自己実現を図るために必要なも

のは何かを具体的に考える事ができる。また、本校は、生徒の非認知能力が上がれば、キャリア

発達にも関わる基礎的・汎用的能力の上がるだろうという仮説の下研究に取り組んでいる。非認

知能力とは、主に意欲・意志・情動・社会性に関わる学力では図れない能力のことである。グル

ープの中で自分の意見を発表し、自分の意見に共感してもらったり、他者の意見を聞いたりする

活動を通して考えを深めていくことで、非認知能力の向上に関係すると考える。将来の姿を想像

し、進路実現に向けて前向きに取り組んでいこうとする態度を育てたい。 

 

 

 

 



５ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

・社会の中で自分の役割を果

たしながら、自分らしい生き

方を実現していくことの意

義を理解している。 

・現在の学習と将来の社会・職

業生活とのつながりを考え、

自分らしい生き方の実現を

図るために必要な知識及び

技能を身に付けている。 

・自分らしい生き方の実現に

向け、現在の学習や将来の

進路についての課題を見い

だしている。 

・主体的に学習に取り組み、働 

くことや社会に貢献するこ

と、自己の将来について、適

切な情報を収集して考え、意

思決定して実践している。 

・将来の生き方を見通したり、

現在の生活や学習を振り返

ったりしようとしている。 

・働くことと学ぶことの意義

を意識し、社会的・職業的自

立に向けて自己実現を図ろ

うとしている。 

 

 

６ 事前の指導 

 

日時 

活動の場 
生徒の活動 指導上の留意点 

◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

５月 23 日 

朝の会 

・アンケートの実施 

 働くことについてや、将来の 

 自分がどういう姿になって 

 いるかについて考える。 

・アンケートを通して、将来

の自分について見つ められ

るようにする。 

◎ 将来どん な姿に な

っていたいか、なりた

い 自分につ いて考 え

ている。 

【態】（アンケート） 

５月３１日 

学活 

（１/２） 

・未来の社会について考える。 

 

 

 

・アンケート調査の結果を知  

 り、将来についての考えを共 

 有する。 

 

 

 

 

 

・学級全体でライフイベント

を考える。 

 

 

 

・自分の将来を想像し、イラス 

 トと文章にまとめる。 

 

※ Society5.0 の 紹 介 動 画 

を紹介しながら将来への期

待をもてるようにする。 

 

※将来への関心が高まるよう

指導する。 

※「世界は誰かの仕事ででき

ている」というキーワード

を基に、働く理由を考えた

ことを思い出せるように

する。 

 

※日本の平均的なライフプラ

ンの例を提示し考えやす

いようにする。 

※意見が偏りすぎないように

する。 

 

※ワークシート① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 働くこと の意義 を

意識し、現在の生活を

振 り返りな がら将 来

の 生き方を 見通そ う

としている。 
【態】（観察・ワークシート①） 

 



７ 本時のねらい 

 将来の自分を想像し、なりたい自分の姿に向けて、これから努力していくことを決めて実践で

きるようにする。 

 

 

８ 展開 

 
生徒の活動 

○指導上の留意点  

※非認知能力との関わり 

◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

導
入
５
分
【
つ
か
む
】 

１ 前時の授業を振り返る。 

 ・未来の社会について考え

る。 

 ・アンケート調査の結果を

知り、将来についての考

えを共有する。 

 ・いろいろなライフイベン

トがあることを知る。 

○将来への関心が高まるよう助言 

 する。 

 

 

展
開
３
５
分
【
さ
ぐ
る
】
【
見
つ
け
る
】 

２ ワークシートをもとに

想像した自分の将来を実

現させるために必要なこ

とを考える。 

 

  

 

３ 想像した自分の将来の

姿と、実現させるために必

要なことを発表する。 

 ・自分の意見を班で発表し

様々な意見を聞く。 

 ・班で出た意見をまとめ、

学級全体に発表する。 

 

 

４ 想像した自分の将来に

ついて加筆修正をする。 

 

 

○ワークシート②を配布する 

○具体的に考えられるように助言する。 

○必要なことが思い浮かばない場合は、 

 これからどんな学習や経験をしてい

くと良いかを考えられるよう助言す

る。 

 

○司会・記録者・発表者を決めてから話 

 し合いを進めるよう助言する。 

○友達の意見を聞きながら、いろいろな 

 価値観に触れられるようにする。 

○友達の考えを肯定的にきちんと聞く 

 ことができるよう助言する。 

※他者の意見を聞き、自分の意見に自信 

 を持つことができる。（自己効力感） 

 

○事前に書いたものは消さずに、加筆修 

 正するよう指示する。 

○無理矢理修正する必要はないことを 

 助言する。 

 

終
末
１
５
分
【
決
め
る
】 

５ 「将来を実現させるため

に、今日から頑張ること」

を記入し、なりたい自分に

向けてやるべきことを意

思決定する。 

 

６ 自分の考えを発表する。 

 

○自分の考えや、友達の意見を聞いて感 

 じたことをまとめるようにする。 

 

 

 

◎将来 の自分を

見通し、具体

的 に ど ん な 

ことをするべ

きか考え自己

実 現 を 図 ろ 

う と し て い

る。 

【態】（発表・観察

・ワークシート②） 



９ 事後の指導 

 

生徒の活動 指導上の留意点 ◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

・「今日から頑張ること」が実 

 行できるように取り組む。 

・1 ヶ月後にワークシートで 

 振り返る。 

・ワークシートを教室掲示し、 

 常に自分の目標を意識でき 

 るようにする。 

◎なりたい自分に向けて、自 

 分の立てた目標に粘り強く 

 取り組もうとしている。 

 【態】（観察） 

 

 


